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資料

聴覚障害児・者における語音知覚に関する文献的考察

李 尚嬉*・吉野公害料

一般に、聴覚的感度が著しく制限されている高度・重度の聴覚障害見・者は通常の

環境のもとでは、周囲にある様々な音響刺激から必要な情報を聴きとっていくことが

思難となり、音声言語の学習に困難を余儀なくされている。

本稿は音声情報処理過程における語音知覚に焦点を当てて、聴覚障害児・者の語音

知覚に関する研究を概観し、聴覚障害児・者の周波数弁別能と時間情報処理を中心に

考察した

キー・ワード:聴覚障害児・者語音知覚周波数弁別能

I .はじめに

語音知覚の研究は、人聞が語音をどのように

知覚し、認識するのかを解明する分野であり、

1970年代より欧米、特に米国でさかんになされ

てきた。音響音声学、実験音声学を中心に心理

学、情報工学及び神経生理学などの分野と密接

に関連している研究領域と言える。

語音に対する知覚・認知には、単に語音が聴

こえたという感覚だけではなく、語音の強さ、

高さ、長さなどの基本的な属性に関する知覚か

ら、音色、アクセント、イントネーションに関

する知覚、そして語音のもつ言語的情報に関す

る総合的な判断が求められる口さらに、近年の

音声認識の中心的課題である個人性情報の判断

など様々なものを含んでいるD

聴覚障害とは、何らかの原因のため、聞く力

が不十分でトあったり、欠けている状態を言う。

このことから、聴覚障害児・者が、音声言語を

習得し、発達していく上で、最も重要なフィー

ドパック機構の確立が不十分で、あるために音声

言語の障害が顕著となる (House& Fairbanks， 
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195312); Angelocci， 19641)) 0 すなわち、聴覚的

フィードバックの欠如は音声知覚のみならず音

声生成にも重大な影響を及ぼす。

しかし、聴覚系の活用が十分に補償'されると

き、聴力レベルが高度あるいは重度であっても

音声言語によるコミュニケーションに著しい改

善が期待できる。

本稿では、聴能学(Audiology)及び心理音響

学 (Psychoacoustic)の立場から、複雑な様相

を呈する聴覚障害児・者の語音知覚を中心に文

献的考察を行う。

II.聴覚障害児・者の語音知覚

生来的に聴覚障害をもっ子ども、あるいは言

語獲得以前に失聴した子どもは、語音の聴覚的

知覚がかなり制限される口 Stephens(197629)) 

は、感音性聴覚障害の場合、次の 4つの音声の

聴取識別上の困難が生ずると述べている。音の

強さのコーディング異常(歪)Cintensity coding 

distortion)、周波数のコーディング異常 (fre-

quency coding abnorma1ities)、時間コーディ

ング異常 (temporalcoding abnormalities)及

び両耳聴処理異常 (binauralprocessing abnor-

malities)である。本節では、周波数のコーディ
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ング異常及び時間コーディング異常を中心に考

察するD

1 .聴覚障害児・者の周波数弁別能

聴力損失に伴って生ずる弁別能の低下を研究

するために、従来より聴覚障害児・者を対象と

した局波数の弁別関値の測定が試みられてき

た。その多くの研究において、感音性の聴覚障

害者の周波数の弁別関値は、健聴者に比べると、

増大の傾向にあることが報告されている

(DiCaro， 19623); Ross， Huntington， Newby 

& Dixon， 196527); Leshowitz， Lindstrom & 

Zurek， 197617); Gengel， 19739); Zurek & Fo子

mby， 198142))。

Zurek and Formby (198142)) は、聴力損失

があるレベノレを超えると周波数弁別関値は、聴

力損失に比例して増加することを示し、各純音

の弁別関値は周波数によって異なると報告し

た。すなわち、周波数弁別関値の増大は、500狂z

以下の低周波数では、 20-30dBの損失でも生ず

るが、500Hz 以上の局波数では 60dB以上の損

失でなければ生じないと報告しているD

また、 Risberget al. (197528)) は、聴覚障害

児について聴力レベルによる周波数の弁別能の

差を説明している口聴力レベノレが 30-60dB 

(HL)の軽度・中度感音性聴覚障害児の馬波数

の弁別能は、低周波数領域(125、250、500Hz) 

では健聴児に劣っておらず、 70-90dB (HL)の
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Fig.l 聴力レベルと局波数弁別関値

高度感音性聴覚障害児では個人差が大きく、そ

して、 100dB (HL)以上の重度感音性聴覚障害

児では、著しく劣ることを報告している口

永井(197218))は、感音性聴覚障害者の周波数

弁別関値を周波数変調音を用いて測定したとこ

ろ、 500Hzにおいては聴力レベル 50dB以上

で、 1000-2000Hzにおいては聴力レベル 70dB 

以上になると急激に周波数弁別間値が増大する

と述べている O

Scharf (197830)) は、周波数弁別(frequency

discrimina ti on)及び選択性(frequency

selecitivity)の実験を感音性聴覚障害者を対象

として実施し、以下の知見を得た。感音性聴覚

障害者における周波数弁別及び選択性は健聴者

に比べて劣っており、 2つの音問の周波数の差

が大きくならないと弁別が図難であると報告し

ている O また、 Stephens(197629)) の報告によ

ると、聴覚障害者の周波数弁別能の特徴として、

ある一つの局波数成分において、 2音問の弁別

の困難が生じ、語音の弁別(speechdiscrimina-

tion)におげる混乱が生ずると述べている O この

ように、聴覚障害児・者においては 2音問の周

波数の差を大きくしないと、周波数弁別に必要

とされる対比効果が生じないと言われている O

中村・金子・江口(198022)) らは、聴覚障害児

における純音周波数弁別能とその変動性から聴

覚障害児の聴能の実態を明らかにした。健聴児

4名(11歳)と聴覚障害児6名(うち、 4名は

10-12歳児童で、難聴学級で聴能訓練を受けて

いる O イ也の 2名は 11歳で、ろう学校に在籍して

いる O なお、この 2名は聴能訓練を受けていな

い)を対象とし、 250Hz" 500 Hz、1000Hzに

ついて純音周波数弁別関値を求めた。その結果、

聴覚障害児の純音周波数弁別能は健聴児よりも

成績が低く、その弁別関値は低音域で顕著で、

あった。しかし、聴覚障害児でも聴能訓練を受

けた経験のある児童は周波数弁別能に良い成績

を示すことも明らかになった。

聴覚障害者の周波数弁別関値に関して、上述

の研究以外に、バンドノイズを用いたもの(小

田、設楽他， 1970刊;清水， 1983制)、左右の耳
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から周波数の異なる純音を聴取させたもの(中

村， 198019))、純音及び複合音のピッチ知覚に及

ぼす訓練効果を検討したもの(出口他，

19814))、母音の第 1ホノレマント周波数及び第2

ホルマント周波数に注目したもの(中川，

198221))などが試みられているD また、周波数弁

別関備と音声知覚の関係についても検討されて

おり (Festen& Plomp， 19835); French-St. 

George， 19856); Tyler， Summerfi-eld， Wood， 

& Fernandes， 1982叫)、両者の関係は、周波数
弁別能と聴力レベノレとの関係に比べて高い相関

が報告されている(永井， 197218); Gengel， 

19739); Strizver， 195831)) 0 

以上の報告より、軽度・中度感音性聴覚障害

児において高い周波数領域での周波数弁別能が

低いことが明らかになった。さらに、高度感音

性聴覚障害児において個人差の大きいという結

果は、補聴器を介しての聴覚的学習の質的ある

いは量的な差を反映しているためと考えられ

るO

2.周波数弁別能の漸近効果

聴覚障害者の周波数弁別関値が大きいのは、

聴覚感度の低下による聴知覚経験の欠如や測定

値の不安定さに起因するため、従来の研究にお

いては、周波数弁別関値の測定にあたって、複

数回の試行が必要であると報告されている

(Gengel， 196910); Pickett & Martony， 
197026); Turner & N elson， 198239)) 0 

Gengel (196910))の研究では、 Hardof Hear-

ing (21人)と Deaf(23人)を対象として、 250

Hz及び500Hzの純音周波数弁別関の測定を

3試行実施した。その結果、 Deafでは 3試行す

べてにわたって弁別関値が大きく、 Hard of 

HearingとDeafの弁別関値はそれぞれ7.2%、

9.6%、可変条件では 16.8%、20.8%であった。

それに対して 3試行巨では、固定振幅条件で

3.6%、4.8%、また可変条件では 8.8%、9.6%

であった。このことから、試行回数を重ねるこ

とで、聴覚障害児の周波数弁別関値を減少させ

ることができると結論づけている。さらに、

Gengel (19739))の研究では、周波数弁別に及ぼ

す刺激音の持続時間の影響を検討している。そ

の際、実行効果 (practiceeffect)を考慮して、

被験者の達成度が漸近備に近づくまで試行を繰

り返したところ、聴覚障害者では各条件につき

10試行目、健聴者では 5試行自であった口

向様に、複語音や合成音声を用いたホルマン

ト屑波数弁別能の澱定における漸近効果

(asymptotic effect)についても検討されてい

る。 Pickett& Martony (197026)) は、感音性

聴覚障害児を対象に、合成音声を用いて母音ホ

ルマント周波数相対弁別関値の測定を行った。

その際、被験者の達成度が漸近値に近づくまで

測定を行った。その結果、 Fig.2に示されるよ

うに、健聴者の場合、初回一2回目の試行ですで

に漸近値 (asymptoticvalue) に達しているこ

とが明らかである。

しかし、感音性聴覚障害児の場合、初回値と

漸近値に有意差が見られ、その差は聴力レベル

に兆例して大きくなる傾向を示している O

Turner & Nelson (198239)) の研究によれは、
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Fig.2 母音ホルマント周波数の弁別調値

(Pickett & Martony， 1970) 
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実行効果 (practiceeffect)の著しい難聴児にお

ける周波数弁別能の測定及び評価では、必ず各

偲人の漸近値を求めるべきであると断言してい

るO また、津根(198438))は、この漸近効果を指

標として、幼児期から穂覚補償がなされ、聴能

の効果をあげている聴覚障害児の周波数弁別能

に関して、興味深い研究を実施している。その

研究とは、特定男性の/u/、/i/の第2ホルマント

周波数 Uu/=1250註z、/i/ニ2240Hz)とその中

心周波数である 1250Hz" 2240 Hzの純音を標

準刺激として、ホルマント周波数と純音の周波

数の弁別関値と比較してきわめて大きな値をと

るという知見を得ているO つまり、聴力レベル

が95dBを超え、語音の識別がチャンスレベル

以下にある聴覚障害児の周波数弁別関値は著し

く高かったが、母音ホルマントの弁別関値では

個人差が大きく、語音ごとに差がみられたと報

告している O

このように、高度・重度聴覚障害児・者の周

波数弁別能を問題とするとき、試行回数を重ね

ることで健聴者に近似した値を示すという知見

が得られている O また、聴覚障害児・者の周波

数弁別能は、漸近値を考慮する隈り、従来報告

されているような低い値を示すものではないと

考えられる O

3.聴覚障害児・者の時間情報処理

語音のもつ音響的手掛かりを時間領域で考え

るとき、基礎的聴覚機能としての聴覚系の時間

分解能が問題となる。

時間分解能というのは、聴き手が聴覚的事象

を時間領域で分解する能力のことである。寺西

(198423))によれば、聴覚系の時間的側面には、

事物が相次いで起こるような感覚を生じさせる

逐次感、時間の長さの感覚を生じさせる持続感、

同じ時間ノfタンの刺激音が等しい周期で繰り返

し与えられた時に生じる周期感がある O このよ

うに寺西が述べた知覚の時間的体験の分類を実

験的研究の例にあてはめると Table1のように

なる。

聴覚障害児・者の時間分解能の研究について、

Tyler et al. (198240)) の研究では、いくつかの

Table 1 聴覚系における時間情報処理研究の分
類(寺西、 1984)

音声知覚の時間的側面

逐次感

持続感

周期感

実験研究の種類

時間願序の識別実験

持続時間の識別実験

空虚時間の検出実験

「リ吋の知覚実験
周波数変調音の識別実験

振幅変調音の識別実験

時間分解能に関する音響心理学的測定時の関係

を調べた。持続時間差についての弁別関値

(TDL : temporal difference limen)、無音区

間の持続時間差についての弁別関値 (GDL:

gap difference limen)、無音区間についての検

出関値 (GDT:gap detection threshold)にお

いて、その結果は聴覚障害者と健聴者、それぞ

れ42ms対 18ms、78ms対日 ms、12ms対

7msとなることが示され、 Fitzgibbons and 

Wightman (19828))、lrwinet al. (198115)) の

結果と一致していたと報告している。そして、

考察の中で、持続時間についての弁別関値、無

音区間についての検出関値が聴覚障害者の語音

知覚の困難さに寄与する重要な基礎的処理であ

ると述べているD 中村・藤l崎・伊本 (197420)) は、

感昔性聴覚障害児において、適切な増幅によっ

て聴力の損失が補償される場合、非言語音の持

続時間の弁別能は健聴児との間に有意差がない

が、言語音のそれに関しては大きな差があるこ

とを報告した。また、佐藤・吉野(199034)) は日

本語の自然音声5母音の持続時間を 256-38.4

msと変化させ、その識別能を謂べた口その結

果、聴覚障害障害児は個人間変動は大きいもの

の、 128ms以下となると母音の識別が困難とな

ることが明らかになった。

次に、音が継時的に聴こえる感覚を問題とす

る時間}I畏序の識別能について、佐藤(198532))は、

770耳z及び440Hzの5音あるいは 7音の連

続した非言語音を用い、感音性聴覚障害者を対

象とした実験を行った口その結果、 2項目/秒の

呈示速度であれば時間順序識別能が健聴者の値
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に比肩しうることが示された。

一方、言語音を用いた研究では、 Thomaset 

al. (197037)) が、母音の持続時間を変数として

検討している O 持続時間が 125ms以上で識別

率は上昇し、 150ms以上で高原状態となると報

告した。さらに、佐藤・吉野(198733)) は日本語

の自然音声5母音及び合成音声母音の時間}I原序

系列の識別実験を通して、自然音声、合成音声

ともに無音区間(休止時間)が 128ms、すなわ

ち、 1秒あたり 3項目の要素交替速度が識別に

適していることを明らかにした。

このように、感音性聴覚障害児・者の時間情

報処理に関しては、用いられた実験パラダイム

の違いによって多様な見解がみられ、一致した

結論が得られていない。今後、個々の時期的ノT

ラメータについて検討するとともに、パラメー

タ間の関係を検討することが課題として挙げら

れる。

III.聴覚障害児・者の聴知覚と聴能

聴覚障害児・者の聴能を説明する 1つの指標

として、各侶人の聴力レベノレ及び最高受聴明瞭

度が用いられることが多い。

Sato (199235)) は、聴覚的時間知覚実験にお

ける成績と、聴覚障害児の聴力レベル及び最高

受聴明瞭度との関係を調べた口その結果、言語

音を用いた一部の実験においては、最高受聴明

瞭度との間に密接な関係がみられたが、非言語

音を用いた実験においては、聴力レベル、最高

受聴明瞭度ともに密接な関係がみられなかっ

た。このことは、聴覚障害児の聴覚的時間分解

能が聴力レベル、最高受聴明瞭度よりも幼児期

からの聴覚的学習の度合いが密接に関係すると

考えられる O

このように、聴力レベルが90dB以下の聴覚

障害児の多くは聴覚を活用して聴能を高め、聴

知覚の実験においては健聴児と比肩しうるまで

の成績を示している。一方、聴力レベルが

90-110 dBの範囲にある聴覚障害児では個人差

が見られた。このことは聴力レベルが90-110

dBと高度の聴覚障害児であっても、言語音の

学習に適正な補聴条件が準備され、聴覚学習が

継続されるとき、聴覚機能及び言語機能が高め

れることを明らかにしているO

IV.まとめ

本稿では、穂覚障害児・者の語音知覚に関す

る研究を概観し、その結果、以下のように要約

されるo

1 .聴覚障害児・者の周波数弁別能

高度・重度の聴覚障害児・者の周波数弁別能

に関して、試行回数を重ねることで健聴者と近

似した値を示すことは重要で、あるo 聴覚障害

児・者の周波数弁別能は、漸近値でみる限り、

従来報告されているような低い値を示すもので

はないと考えられる。

2.聴覚障害児・者の時間情報処理

感音性聴覚障害児・者の時間的情報処理能は、

音声刺激の呈示が特定の条件でなされる時、健

聴者に比肩し得る値を示し、聴能を考えていく

上で重要となる。
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A Review of the Literature of Speech Perception 

among Hearing Impaired Children and Adults 

Lee Sang-HEE and Tomoyoshi YOSHINO 

1n general， it is difficult for hearing impaired children and adults with severely or 

profoundly limited hearing sensitivity to hear essential information among the various 

acoustic stimulus around them i n their normal environment， which causes them problem 

in learning speech. 

This paper provides a review of the studies concerned ¥vith speech perception in 

hearing impaired children and adults with particular reference to the processing of 

speech perception information within speech perception. 

Key Words: hearing impaired children and adults， speech perception， frequency dis-
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